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の目的

われめれば日常の実験で， ガラス器具を水道水でよーく洗って清潔に乾埠するにもかかわら

や，ガラスの表面には7k滴のあとが不透明た痕跡とたって残るのに気が付くととがしばしばあ
る.然し蒸溜水を使えばそれが出来たい.従って，その痕跡は水中に溶け込んでいた塩類が，

肉眼で見え'る形とたつ℃析出した結果にほかなら注い.

1滴の水道水でさえももの遁りである.況して広い流域から集まる川水の中には，一体どの

位の塩類が自に見えない形で溶けて流れているであろうか.それぽ意外に大量である.わが国

の金河川が1年間に溶かして海に運ぶ塩類は，筆者の今日までの実験結果から推定すると， 2 

千万屯を透かに突破ずるしかもその塩類の化学的性質ぽJlftcよって大いに相違する.従って

川は農作物に対し益水を供給し，また悪水を供恰する.工業，衛生，水産等に対しでも同様で

ある.

日本人は川によって農業，工業，発電を営み，川によって飲料水を得ている.川の水質が国

民の生活に及ぼす彫響政実に大きいはづである.古来7.1<.そ冶める者は国をと治めると言われ，河

7.1<.の利用と被害の防除については多大の努力が払われたにもかかわらや水質ぽ直接肉眼に触

れたいが放に，比較的無関心に適されて来たととは遺憾のきわみと云ラペぎである

ととに沿いて，筆者は10余年にわたり，わが国の主要河川の分析~系統立って行い，その性

質を究明しつつある.既に本邦河川の大字の分析を絡0，そのデーグーのー鳴を報告(4)一向 し
たが，との報文では九州地方の70河川の成績を取りまとめて報告して見る.
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調査期間及び調査河川

九州各県高当事者の支援を得て，主要河川の70箇所について年間12回づっの化学的調査を継続

した採水は毎月15日に一揖に行ったが，仕事の都合上九州を2分して，南宇の調査期聞は鞍

時中の昭和18年4月15日から翌年3月15日に亘る1年間，北宇は25年5月15日から翌年4月15

日までの 1年間とLた.

調査河川は第 1表~19) ゐよび第 1 図に示す如(，大淀川水系の 7箇所を筆頭に，筑後川水系

の5箇所，球磨11/， JIl内川両水系の各4箇所…・・等， II信は薩摩牛島の池田湖，西は五島列島の

鰐川を含む70箇所であって，重要な河川は大体網羅したほかに，地下水，湖沼，かんがい用掘

割も選んである.

採7](に当つては，たるべく河川中央部の流速が大でかつ深い場所から，水面下15-2Qcmの

水を採取するように努め，合流点下流にゐける両岸の水質の不均一，発電用水路或はかんがい

用堰の位置，鉱山工場廃水の流入箇所等にも充分た注意を払って場所を選定したまた容器は

アルカ習の溶出を避けるために，重クローム酸カり硫酸混液をもって洗礁した硬質ガラス場を
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使用した.

分析法は既に発表し(10，Iじたからととには省略する.

調査成績

前篇 (ID)に掲げた分析成績第2表は各採水場所かち，前記の如く年聞に12回づっ一貫に採水

し分析した結果を示す.それによって九州地方の水質の大勢をうかがってみると次D如くでる

る.

水素イオン渥度.PH 6.5-7.6の聞にあって， 70河川の平均は7.0である.大多数の川ば中

性反応を呈」強い酸性或はアルカリ・世の川はなh しかしそのうち比較的酸性たのは祝子，

肝属，三財，小丸等の緒川であり，反対にアJレカ H性の川は彦山，遠賀，大分，氷，大野，駅

舘，多k良，佐.tc.玖珠，大山，白，紘等である.

石友 (Ca0). 4.7-50.1 mgjlを示し，最高と最低の聞には著しい距bがある.最高の遠

爽，彦山の両川は筑豊提回の廃水によって，重炭酸石11<，硫酸ソーダが著しく増加している特

殊な川であるから， とれを除くと， 熊本の白川の 28.3mgjlが最高である.石友含量が15

mgjl以上の川は，やはb白川水系に属する阿蘇の黒JI!.白川の伏流水と見iられる熊本市水前寺

湧水のほかに，大分臓番匠川，大分JIl，佐賀牒筑紫平野の佐賀江，周平野のかんがい用掘割，

幅岡県草花宗川，熊本購綾川，氷川，川辺川，鹿児島属新)11，宮崎腕高崎111.場潜川である.

反対に石友が最も少量の川は花尚岩を流れる延岡市の祝子川であり，とれに次いで・除同じく

花両婚を水源とする佐賀腕妓原川である. その他佐賀県悪事瀬)11. 幅岡県高那珂川， 鹿児島勝万

瀬川，池田澗，串良JI!，菱田川，宮崎麻五十鈴川等も石友が少量である.

嘗土 (Mg0). 1.2.-23.7 mgjlで，やはTJflによって大ぎた相違がある.最少の川は石次

の場合と同様に祝子川であり，最多除阿蘇を水源とする白川の下流部たよひtff~本市の井水であ

る.遠賀川と彦山川の苦土台量は石次の場合と異b著しく多量ではない.

曹蓮 (Na~0). 4.1-105.4 mgjlの含有量を示しているが，とのちち最高の遠賀川，彦山川

及び多k良JJfは提坑廃水の流入によって，硫酸アーグが異常に増加しているのである.その他

でソーグが比較的多量なのは，筑紫平野のかんがい用掘割，佐賀江，熊本市弁7](.白川等であ

T.また温泉の彫響を受ける鹿児島臓の新川，風によって運ばれる海水の影響を受ける五島列

島商江島の鰐川!'cもソーダがやL多い.

反対にソーグが最も少量なのは宮崎勝耳川の4.1mg/lであり，ヨたいで同賜下の北，眠子，

五ヶ瀬，五十鈴，小丸一ツ瀬，三財，綾，熊本豚下の球磨，川辺，氷，紘，菊池，迫間等の

諸川も 6.0mg/l以下を示している.

加里 (K20).加里は云ろまでもなく， 農業上重要注養分であり，肥料3要素のうち河水中

に最も多量に溶存する.70河川のうち加里含量が最高であったのは，肥沃な筑紫平野中のかん

がい用掘割と，熊本の白川であって，共に6mg/1以上に遣する.その他の川で3mg/l以上

を含むものは，阿蘇の火山噴出物を水源とする筑後，玖珠，佐賀江，花宗，黒，大野，大分の

諾川と，霧島火山E辰吉と水源とする新，肝属，菱田，大淀，岩瀬の諸川である.

とれに反しカ日昼が少量で lmgjl以下の川は，九州山服或は筑紫山服の古生居，中生屠，花

尚岩を水源、とする球磨， 111辺，氷，綾，ーツ瀬，三財，小丸耳，五寸卦，蹴子，北，嘉瀬，
織原，那珂，有浦，鰐等の諸川である.
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アルカり度(OO!). 主主茨酸塩たよび茨酸塩として存在する安酸の含量をアルカ P度よP計

算して示したものである.茨坑の影響を受ける彦山川の44.2mg/l，遠賀川の41.0mg/ 1，表示

よび熊本弁水の30.2mg/ 1 を~IH亡すると，黒川の 25.7mg/ 1が最高であり，其の他では阿蘇
或は霧島火山眠に属する大野，大分，花宗，菊池，白，殺，氷，新，高崎，場瀬，大淀，五ヶ

瀬の諾川のほか， 7](前寺湧水，筑紫千野の掘割，佐賀江等も 15mg/l以上の高い値を示す.

反対にアJレカ P度が低いJIfは，山国，那珂，有浦，鰐，嘉瀬，大山， 按原， 球磨上流， 羽

月，川内，万瀬，串良，酒谷，IJ、丸，五寸卦，配子，北の諸川である.なかでも延岡市の祝子
川政最低の5.1mg/l左示す.

硫理主 (SOa).水中の硫酸根が多量であると，秋落71<回に対し， 硫酸根肥料と同様に害があ
る.遠賀川の 129.1mg/lとその交流彦山川の 51.3mg/lは硫酸含量として異常に多量で

ある.筑豊安田の態響を受けて硫酸ソ【グが増加するからである.白川の57.1mg/l，熊本弁

水CD54.8 mg/lも著しく多量である. その他筑紫平野の掘割，佐賀江，稲岡脇多k良JII，長
崎勝佐...rcJIIにも硫酸根が多い.

反対に硫酸が最も少いのぽ，花筒婚を水源とする佐賀嬬嘉瀬川の1.1rng/lであり，また長

崎締本明Jfl，佐賀県高城原JIf，鹿児島県高肝属川，串良JIf，菱田川も2mg/1以下の少量を示す.

塩素 (Cl). :!l包化物が異常に多量主主水はない.筑紫平野の掘割の25.8mg/ 1，次いで佐賀証

の 16.1mg/lが高い方である.長崎腕晴江島の鰐川が13.8mg/lで比較的多量なのは，海か

ら風によヨて運ばれる塩分の彰維と思われる.逆に塩素が少量で2mg/l以下の川は，熊本鯨

球磨川，川辺川，宮崎嬬ーツ瀬川，耳川等である.

珪襲 (SiO!).珪酸はわが国の河水には多量に溶けてゐT， しかも稲の稲熱病耐病性を強め

る効果が大であるから農業上大切主主成分である.

大分，幌大野川の5t.6mg/lを最高とし，大分，玖珠，白，新，菱岡，大淀の諸川ば50mg/1

以上左，また訳舘，山国，本明，大山，筑後，菊池，迫間，黒，水前寺湧7](，熊本弁水，川

内，羽月，万瀬， 511]府，肝属，串良，庄内，高崎，禁酒，五ケ潮等の諸川は40mg/l以上を

含有する.調査した70河川のうち， 40mg/l以上の川が34，す主主わち豹牟数に達するととは，

九州地方の河水に珪酸が如何に豊宮であるかを示すものであり，またとの34河川が，すべて阿

蘇或ぽ華客島火山眠の火山噴出物を水源とする川に限られる点は，両火山系が水質に与える彰響

の極めて大きいとと乞物語る.

ヨたに珪酸が少量の川としては， 10 mg/ 1以下のものは見当らないが，九州山脹の中生居或は

古生屠を水源とする川辺，ーツ瀬，ヨ財，小丸， 耳，五寸骨等の諸川i会 10，....;12mg!1程度の

低い値を示した.

鉄 (Fe2U:t).筑紫平野の佐賀江の1.48mg/ 1が最高，ヨたいで古焚坑廃7](の影響を受ける遠賀

川の1.46，彦山川の1.17mg/ 1が高い.他の川はすべてO.....，O.5mg/lの範囲内にある.

燐酸 (P205).重要た肥料成分であるが，河水中の博存量は少い.筑紫平野のかんがい用掘

割の0.35，佐賀江の0.23，白川上流部の0.18，黒川の 0.13mg/l等が最も多量であり，その

他 0.05mgjl弘主のものは大野，大分，本明，塩閏，嘉瀬，筑後，城原，花宗，菊池，新，

五ケ額等の諸川である.

硝酸態窒素 (NO~-N).熊本弁水の0.87，彦山111の0.84，遠賀川の0.72mg/lが最も高<， 

佐賀江，塩回川，花宗川，白川，黒川， 7](前寺湧7.k，大淀川等も 0.3mg/l以上高と示す.

アンモニア態窒索、(NH4-N).佐賀江の 0.16.筑紫平野掘割の0.13，塩回川の 0.11mg/1 

が多量な方で，他は0.1mg/ 1以下である.
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葉費残澄.誼紙をもって浮静物を除去した後の，水中に博解する固形物の緑、量である.表坑

の影響を受ける遠賀111の385.4mg/l， 秀山川の 252.2mg/lを除〈と，川で怯熊本市白川の

243.1 rng/lが最高である.ほかに大分，多k良，玖珠，佐賀江，掘割，黒，新，高崎，紫瀬，

庄内，菱田等の諸川も蒸発残涯が 120rng/l以上で濃厚である.

とかに反し花蝿農を水源とする祝子川は 45.6rng/Zで最も稀薄であり，那珂，嘉瀬，按原，

球磨，ーツ瀬，小丸耳，五十鈴，北等の諸111も60rng/Z以下である.

浮瀧物. 鹿児島鯨菱田111の 187.9mg/lが最高，ヨえいで提坑のために潤濁する彦山川，i;-よ

び遠賀川が多量である..!l! tc大野，大分， 多k良，松浦，佐A"，嘉瀬，佐賀江，掘割，白，
黒，肝属，三財等の諸川にも比較的多"'.

とれに反し浮世宇物が5rng/Z以下の， 71<が清透た川として山国，菊池，迫間，続，氷，球磨，

川辺，米ノ津，沼月，万瀬，別府，酒谷，清武，綾，ーツ瀬， l干，五十鈴，五ヶ瀬，嗣子等が

ある.

九州地方の平均水質

九州地方の水質の平均値を算出するために， 2種の計算を試み， その結果を第2表向の下

端に掲げ℃ある.

2種のうちの第1ぽ川に区別を設けたいで70箇所の総平均を単純に算出したものであり，第

2は年聞の流出水量に応じて， JII f'C大小の区別を設け，その比率を水質に乗じて平均値をと算出

したものである. との報文では前者を単純平均，後者を修正平均と名付ける.

修正平均の算出に当つては，もちろN各河川最下流部の流量の比率を知る必要があるが，実

際には流量の観測は全部の川については行われていない斌況にある.従って，正確た数字を得

られない怨みはあるが，.ftT..に適当な方法が見出されないから，止むを得十，陸地測量部発行の

地図上で分水嶺を辿って水系別の流域面積‘を測定し，それに流域内の年間降雨量酬を掛け合

せ，得た水量に流出水量が比例すると仮定して，流量の比率を一応弐のように定めた.

すたわち筑後川 20，大淀川 17，川内川 14，球磨川 13，耳川 11，大野川 10，五ヶ瀬川 10，

ーツ瀬JIf7 ，経J117，遠賀川7，菊池JIf7，小丸川5，大分1115， 白川5，北1115，矢部川

4，山国川4，酒谷川4，菱田川3，番匠1113，新川3，五寸卦川3，万ノ瀬川3，松浦川

3，清武川2，三財川2，肝属川2，駅館川2，嘉瀬JH2，米ノ津Jl12，今Jfl1，別府Jl11，航
手川 1，氷J111，塩田川 1，串良川 1，那珂JlI1，佐.A"JIf 1 ，本明川 1としたのである.他の

多k良，有浦，鰐等は川が余り小さいため計算から除いた.以上の流量比をそれぞれの分析成

競に乗じて平均値を算出したものが河川修正平均値であるが，もtちろん同一水系内に採水地点

が2箇所以上ある場合には，最下流部1箇所の成績のみをと計算に用いた.

以上の計算によって，得られた単純平均沿よび修正平均値を前篇の第2表の下端に掲げてあ

る1 後者は川の大小主計算tz:加えて1あるから， 当然大河川の影響が大きく現われるはでがであ

る.然し結果的に見ると，予想に反し， 2揮の平均値には殆んど相違がない.従って， との

場合流出水量の比率が上記の遁り大雑把な計算であっても，実際上差支えのたかったととが判

る.

ヲたにとれらの平均値によって九州地方の水質の大勢主考察してみると，ヨえの特債が認められ

後筑後，大波， 3'家o.五筒淑の流域面積は理科年表に主ワた.
州中央集象台発行，日本気候聞く1948)の等降雨量線から推定した.
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る.

(イ〉 珪酸の平均含有量は 31mgjlに達し，既報通うるいは後に報告する日本の他の地方の平均

値に肢ペて非常に高い. との特質は Clarkeが計算した惟府可JlIの平均水質鳴に較ペるとー居

明かである.阿蘇，霧島両火山服の火山噴出岩から溶出する珪酸が，九州の河水を著しく特徴

付けているからである.

(ロ) 加里含量が2.2mgjlで，やはりわが国の他の地方の平均に比し多量であるe

かす蒸発残涯も 100mgjl必Lとで，やはb他の地方に較べて濃厚で、ある.

その他の特質については全世界平均水質との比較の項で述べる.

季節天候の影響

水質は季節天候によ bもちろん影響を受けるが，九州地方の河水は秋田腸 (10，11)等に比する

と，概し℃季節的変化が小さく，またその変化には共通したー定の傾向がなく， Jfltcよって区

点である.九州は夏季の雨量が著しく多量であるから，他の地方のように7，8月頃に水質が

最も濃厚となる傾向は認められない、大多数。Jflは5月或は6用の，すなわち梅雨期前後のた

またま晴天が続くような初夏の候に，年聞で最も濃厚な水質となるが，また12月から3月まで

の冬期聞に濃度が最高となる川も少くたい.反対に水質が稀薄となる時期は6月の梅雨の際，

或は9月の台風の時期でるる.しかし，阿蘇の地下水を集める白川，熊本の水前寺湧水のま日き

は年聞を遁じて水質が殆んど不変であるも.また番匠川は，たまたま 8，9月の採水時に遁過し

た台風の影響で，陸地上に吹膏飛ばされた海水の飛沫によって，河水中の塩分が却って増加す

る現象を呈した.

水質におよIます地質の影響

水陰地球とに治ける最も重要なそして有力主主溶剤であっ亡殊に雨水は按酸ガスを合むから

滑石土壌に対し強い溶解作用を営む.そして河水はそれらの風化分解物を集めて海に運ぶ.従

って， JJIの水質は受水地域の地質を反映すち.そとて地質の種類が，川水に溶けている無機成

分の組成〈百分率〉に与える影響を比較検討して見ると次の通りである.

通常の川7KIt:溶けている無機物質の内容を蒸発残涯について検べてみると， 4種の塩基

(Ce;I."， Mg'・， Na'， K')と3積の酸棋 (COa"， SOl'， Cl')のほかに，Si02州(たまに珪酸塩

SiQ/'として存する場合もある〉を加えた計8種から成っている.その他NHl，NO/， PO/"， 
F~OI** 等も徴量ながら残査中に含まれる. とれらの多くの成分が滑石から帯出したものであ

るととはhうまでもない.

そとで，第2表を再計算し， Clarkeの表示法に従って，溶存無機成分の組成主と百分率で示

して見ると第3衰の如くである.

九州地方の水源の山地を構成する地質を概観すると，火山噴出物の分布が最も広く，ヨえいで

秩父古生屠，中生屠たよび花筒岩等から成る.従って，第3表で除，水源の地質が複雑t.t川或

は提Ijt廃水の流入する川政一応除外して，河川を上記4種の地質別に分類してある.との褒に

* Clarke(1)の著書63頁の SirJohn Murrayによる 1立方1摘の川水の盟主主 4，205，650，000屯，それに

溶液となって運ばれる成分量4:30，0伺屯から計算し・て.Salinity99.9mgjlを得る.とれに世界河}I，I平
均の百分率の組成をかけ合せて各成分の mgjlk求めた他が，前篇停2表の下端に掲げてある.

4* Clarke(1)および Rankama& Sahama(2)に従ヲて，雨成分を酸化物として表わナのが適当と考える.
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より，地質が水質{ど与える影響を比較して見る.

最初に無機塩類の合計量器 (mg/りを地質問に比較すると，火山噴出物を水躍とする 33河川

第 3表 溶存無機盗類C組成におよほす地質の影響

〈無機臨類の合計を100とし各成分が占める割合を%で示す〉

名河号呑

盆
地
質

水
源
の

主

Ca Mg Na 
% % % 

K NH~ CO~ 
% % % 

無機塩
S04 CI NQI P04 Si<l2 Fe哩OJ1計類の合
% % % % % % %計rng/l

2大野川 8.021.99 6.16 2.日10.06 20.45 5.15 2.82 1.17 0.06凹.800.41100.∞107.4 
3大分川 9.231.88 7.83 2.23 0.04 22.01 8.28 4.li5 1.02 0.05 42.73 0.15 100.伺 124.4

4駅館川 9.102.45 7.54 2，02 0.08 17.89 11.73 3.86 0.76 0.05 44.40 0.12 100.伺 99.7

5山国川 9.702.96 7.48 1.78 0.11 18.67 6.62 4.42 0.92 0.04 47.24 0.0610().00 62.4 

15本明川 6.8G2.45 6.9L I.D5 0.07 19.55 1.1)8 5.72 0.94 0.07 53.34 0.16 100.00 89.5 

18玖珠 )I( 8.78 2.05 8.03 2.32 0.04 14.72 10.97 8.84 0.78 0.04 43.32 0.11 100.∞119.1 
火 119大山川( 7.64 2・27 7.44 2.50 0.05 14・68 9.11 5.09 0.88 0.06 肌 050・23肌伺回.8

20筑後川 8.932.22 7.57 2.48 0.07 16.25 11.06 6.83 0.83 0.06 42.62 0.48 1∞.00 102.8 
26菊池川 8.062.85 4.80 2.55 0.06 22.40 4.11 3.22 0.87 0.12 50.95 0.01100.00 72.7 

27 i邑間川 9.022.81 5.23 2.64 0.06 21.99 4.48 3.57 1.32 0.07 48.80 0.01 109.00 72.5 

29白Jll10.99 4.58 4.51 2.68 0.02 18.71 19.30 4.14 1.31 0.16 33.50 0.10 100.00 150.5 

山 pO黒 )I(10.23 5.83 5.38 3.13 0.92 23.82 13.59 3・950.90 (.).12 32.80 0.23 100.ω147.1 
31白Jll 9.46 6.45 6.96 2.44 0.03 13.'7732.12 5.62 0.70 0.05 22.33 0.07 100.00 213.4 

34綜川 14.363.59 4.64 2.19 0.05 31.03 3.45 2.87 0.99 0.06 36.75 0.02100.00 79.7 

均株 Jll 14~30 3.90 4.47 2.17 0.05 30.63 3.89 3.(.)8 1.08 0.05 36.36 0.02 100.伺 82.1

6.56 2.30 0.06 16.60 12.01 5.62 0.78 0.03 43.76 0.181ω.00 95.6 

6.57 2.02 0.04 14.33 19.95 3.73 0.58 0.01 39.95 0.11 100.00 91.0 

7.22 2.32 0.04 16.38 10.44 4.82 0.94 0.03 45.28 0.13 100.00 82.7 

6.62 2.18 0.05 17.89 :U.OO 5.22 0.64 0.02 44.85 0.15 100.∞ 84.9 
9.27 2.19 0.03 14.78 3.88 10.92 1.07 0.05 48.68 0.10 100.仰 83.1

6.9L 1.01 0.01 21.49 8.19 5.35 0.31 0.02 42.75 0.08 100.00 91.8 

7.30 3.07 0.03 22.32 9.60 6.80 0.80 0.05 37.79 0.06 100.00 133.0 

6.15 3.18 0.10 18.32 2.14 6.59 1.02 0.04 53.16 0.42 100.00 89.3 

6.48 2.87 0.05 16~36 2.42 4.60 0.75 0.06 58.84 0.33100.00 82.月

6.72 3.21 0.03 18.02 2.55 3.88 0.88 0.04 57.32 0.20 100.町) 90.7 

6.74 2.75 0.06 17.65 4.03 4.18 1.47 0.(喝 54.730.21 J.(防.00 92.5 

5.54 2.01 0.02 18‘10 13.22 4.49 0.63 0..02 43.37 0.0.j 1例入所)108.8 

57大淀川 7.642.40 6.ω2.41 0.03 18.85 6.34 4.26 1.40 0.02 50.43 0.13 1∞.00 94.4 
物 I
58高崎川 11.113.23 5.66 1.82 0.02 21.2916.26 1.96 0.58 0.01 38.03 0.03 100.∞ 1~9.7 

59岩瀬川 8.994.50 6.31 2.60 0.02 25.80 8.52 4.28 0.83 0.05 38.句 0.061伺 .00124.3 

61大淀川 9.123.82 6.53 2.22 0.03 ~2.10 8.46 4.36 1.01 0.02 42.25 0.08 100.00 94.2 

67五ヶ瀬川 9.07 3.60 4.93 2.68 0.03 24.68 3.12 2.66 0.99 0.10 48.14 0 100.00 87.8 

G8五ケ瀕)1(12.00 3.14 5.17 1.90 0.03 21.29 12.47 3.18 0.83 0.05 39.90 0.04 100.00 88.4 

平均 9.033.04 6.42 2.41 0.05 19.78 9.12 4.71 0.91 0.05 44.34 0.14100.∞101.7 

42 JIl内)If 8.81 3.29 

43初月川 10.062.65 

llJl音 f・44Jll内川 9.442.96 

45川内川 8.782.60 

46万瀬川 6.562.47 

48別府川 9.303.65 

49新 )1( 8.48 3.70 

出 150肝属)1( 6.72 2.16 

51串良川 5.821.42 

5~ 菱悶 Jll 5.73 1.42 

55大淀川 6.401.72 

56庄内)1( 9.22 3.33 

場 ClarkeのSalinity(献度〉に相当ナる.
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無様塩
昔十獄の合

，令官時;/l

開担割闇帽醐

CI NOs P04 
% % % 

同司

.

m山
山
知

一
齢

L
F
I 73.0 

70.8 

44.6 

55.7 

o3.6 

58.6 

46.8 

46.3 

56.8 

Si02 Fe20J 

% " 
1番匠川116.84 3.34 9.48 1.33 0.09 37.87 8.56 9.87 1.27 0.04 21.24 0.08 100.00 

36氷川 19.684.16 6.31 1.0:3 0.05 37.40 7.04 3.64 1.04 0.03 20.63 0100.00 

37球殿 JII14.09 3.05 7.29 1.71 0.13 27.30 8.01 3.32 0.00 0.02 34.07 0.02100.00 

38川辺川 21.622.64 6.67 1.07 0.07 35.88 7.06 3.30 0.82 0.06 21.83 0 100.∞ 
39球殿川 1[).862.61 6.57 1.68 0.06 29.51 8.03 3.65 0.90 0.0:3 31.20 0.01 100.∞ 
制球勝川 17.333.12 6.84 1.51 0.09 31.21 6.08 3.69 0.69 0.03 29.40 0.01 100.ω 

65王手 川 18.17 3.M 6.46 1.41 0.07 33.64 8.96 3.55 0.25 0.02 24.94 0100.00 

70北 JIJ13.52 2.o6 8.62 1.60 0.05 25.81 9.80 6.78 0.70 0.03 30.64 01ω.00 

平均 17.143.00 7.03 1.39 0.08 31.関 7.94 4.72 O.田 0.0326.74 0.02 1∞.∞ 

S04 
% 

NH4 
% 

K 
% 

Na 
% 

Mg 
% 

Ca 
% 

上

官事

生

階

古

63.6 

52.0 

oO.5 

48.8 

48.7 

回.7

中 (6<=1綾川 14.616・23 6.84 1.21 0.06 31.40 10.36 4・380.50 0.01 24.39 0.01 100.00 
生 162ー?瀬川 16.036.02 6.81 1.05 0.07 31.98 13.95 3.64 0.68 0 20.87 0 100.∞ 
jf..__ 163三財川山9 6.68 7.84 1.回仏ω 鎚.78山 4 6.70叩仏0321.76久341∞.∞ 
J!1ジt
~~ 164小丸川 13.664.41 7.89 1.43 0.09払 4617.37 5.13 0.73 0.01 24.77 0.061∞.00 
ノ 166五十鈴川 11.314.45 9.97 1.33 0.06 21.34 18.88 6.91 0.40 0 25.32 0.03 100.00 
紀紀l
..._-，平均 13.705.36 7.87 1.32 0.07 27.59 14.62 5.33 0.64 0.01 23.42 0.07 1∞.00 

只
V

Q

U

Q

u

o

“
q
，‘

-

-

-

-

-

Q

U

A

官
。
“
，
b

n

o

5

5

3

4

 

110那賀川 9.531.97 12.34 1.32 0.14 16.68 6.28 10.32 2.40 0.09 38.67 0.26 100.00 

花 117嘉瀬川 9.002.54 11.61 1.26 0.09 20.80 2.45 8.62 1.53 0.21 41.77 0.22 100.00 

向 (21披原 JII 8.81 2.44 10.63 1.27 0.09 19.83 3.34 8.05 1.62 0.13 43.74 0.16 1加.00

砦 169祝子川 9.57 2.句 11.161. 76 O.伺 19.86 9.49 8.24 0.29 0.02 37.47 0100.00 

R 平均 9.232.25 11.39 1.40 0.10 19.29 5.39 8.81 1.46 0.11 伺.41 0.16 100.∞ 
94.0 

91.7 

ti.州地方10箇所 10.51 3.20 9.01 2.02 0・0621.10 13.9~ 5.90 1.03 0.06 32.98 0・19100.∞ 
車綿平均

悶河川修正平均 10.682.97 8.69 1.97 0.05 21.29 14.∞4.93 0.93 0.04 34.25 0.20 100.∞ 
会世界河川平均 20.393.41 5.79 2.12 - 35.15 12.14 5.68 0.90 ー 11.67 2.75場1(10.∞
くClarke)

後 Fe203 と AhOaの合量

の平均ぽ 101.7mgjlで，最も濃厚でるるに対し'，花筒岩の4河JIlの平均は48.2mg/lで最も

稀薄である.古生唐本Tよび中生居の111もやはり稀薄でそれぞれ平均 56.8ゐよび50.7mg/lを

示七従って火山噴出物からの無機成分の溶出が最も大であり，花尚岩酬の場合最も小である

ととが知られる.

ヨえに無機成分の組成について，先づ Caが占める百分率を比較すると，古生屠の川が平均17

%余で最高，ヲえいで中生唐に多いiJ~， 火山噴出物ゐよぴ花崩岩の111I'C I会Caは最も少し 9%  

余左占めるに過ぎない.

Mgは中生居の川に最も多く，ヨえいで火山噴出物，古生居，花筒岩の順序に減少し， Naは花

筒岩のIIII'C多く中生居，古生唐，火山噴出物の11置に減少する.またKは火山噴出物の場合2.41

%で最も多く，他の岩石の場合は1.3~1.4%で少い.

C03ぽ Caと共存する場合が多い関係上， Caと同様に，古生屠たよび中生居の川に多し

火山噴出物たよび花筒岩の川に少い.

榊原因氏(23)は花筒岩は化学的風イヒの溢行が緩漫で温基の流亡し鯵いことを述べている.
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S仏政Mgと同様の傾向があって，中生屠に最も多く，花両岩に肢も少い.またαは Na
と金《同様で・，花嗣発，中生屠，古生居，火山噴出物の順である.

またSi02が占める%は，火山噴出物を水源とする111の平均が44%余で最高‘で・あり，花嗣岩

の川がとれに共いで40.%を示す.古生居希よび中生屠はそれぞれ26%，23%で，前2者に較べ

ると非常に少い.

以上を総括すると，阿蘇，霧島の火山噴出物からは無機成分の椿出が多量で，しかもその中

で SiO，の占める割合が非常に多く， Ca， C03ば乏しい傾向がある.とれと反対に古生居希よ

び中生屠の水成婚から発する川政，SiO~ の%は少いが， CaとCU3は多い特質がある.

ヨえに花尚治を水源とする川仇岩石の溶解が飯漫なために，塩類は最も稀薄であるが，火山

噴出物の場合と同様に SiOzの%は大含<， Caと C03の.%は小さい傾向がある.また花尚岩

の川には Na酬と Clの%が多く， Mg*・と S04の%は少い傾向も認められる.

君主主T成分間の相関関係をみると， CaとCOs;Mgと S04;NaとCl;Si02 と KI会互に相

伴って増減する場合が多いが， Caと SiO冒険相反する場合が多いようである.

金世界平均水質との比較

第3表の下端には， 九州地方の平均水質2種のほかに， Clarke(])が主として欧米の著名た

川の水質を基礎として算出した全世界の平均水質を掲げてるる. との両者を比較すれば，九州

地方の河川の特質を知るととが出来るはづである.

先づ，無機塩類の中で Caが占める%を比較すると，世界平均水質の場合20.%余であるのに

対し，九州地方の平均は10.%余に過ぎたい.また C01も同様に35%に対し21%で，両成分は

共に約半量である.しかし SiOJについて比較すると，世界平均の11%余に対L.，九州のそれ

は単純平均で'32%，河川修正平均では34%に遣する.約3俗である.とのように Caと C03

とが著しく乏しい反面に，SiOzは非常に多いのが特質である.

Rankama & Sahama(めは熱帯或は亜熱帯地方での赤色或はラテライト土壊の生成過程に沿

いては，土繁からの SiO~ の溶股が極めて大であミーから，その結果として河水中の Sio，が増

加するととを述ペている.従って，わが国の南部に位する九州地方の河水に，とのようた亜熱

帯型の風化の結果として， Si02が幾分増加する傾向にあるととは，九州に珪酸の溶股した赤色

土嬢が広〈分布~21) しているととからも，否定政でぎない.

然し九州の河水に SiOzが著しく多量に溶出する最も大ぎな原因ぽ，亜熱帯的た気候より

も，むしろ地質，すなわち九州の広い範囲をゐSなっている地質年代の新しい火山噴出物のため

である.その理由の第一段前項に述ペ.tc.遁り，阿蘇，霧島両火山服の火山噴出物から流れ出る
すべての川比圧倒的に多量の SiO~ を溶解するとと，また第二民政火山噴出物の風化‘分解に

際しでは多量の珪酸が失われて，SiO，/Ah usの分子比が箸じく少い土麹が生成するととは土
麹学上側僑慨に知られているからである.

従って，火山噴出物が広〈分布する九州の川水には珪酸が特別に多量であり，また火山固と

去われるわが国全体の川水にも，概して珪酸が豊富仇叫 13)たのである.珪酸除後に記すjn< 

骨岩崎氏(2りは J.B. ，Horrisonによる Grenadaの火山岩風化の研究例を引用し，安山治からの珪酸の

損失が諮だ大であると越ぺている.従って，筆者・の研究結果とよ〈一致する.

"原岡氏(割1は花尚岩の風化に際し， Mgがi容股し難<， Naが持軍脆し易い乙とを報じている. とれは

筆者の研究結果と主〈 一致する.

叫後例へは原田氏(14)".)安山場の風化に関する研究，岩崎氏(21)，JII村氏(1均等.
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稲わ生育に有効な成分であるから，珪酸の多い傾向除稲作に有利である.

ヲえに CaとCO;Jとが乏しい特質は九州に限らや，やはb日本の多数の川に共通する.(I~， IS)珪

酸が多いた占うに，相対的に%が減少したとも考えられるし，また多雨温暖な気候によって塩基

が流亡した結果とも恩われる. CaCOsの献乏は農業的には酸性土壊の分布が多いととを意味

し.また国民の保健上から見ると，骨酪，歯等の発育に必要なカルシウムの日常の掻取量が欧

米人に遠く及ばたいととを暗示する.然し工業用水として硬度の低い点は都合がよい.

陸地が河川に溶解Lτ失5無機塩類の量

九州地方の河川修正平均水質と，年間の流出水量とから，河川に溶解して陸地から流失する

無機塩類の総量を推定して見る.中央気象台発表の等降雨量線によって，九州地方自降水量を

概観すると， 宮崎附近には年間3，∞Ommを超える多雨の地域があるが， 九州全体の平均雨

量は先や2，000mmと考えられる. との降水量のうち河川に流出する率を7曽!と仮定すると，

九州地方の総面積42，079km2内の河川流出水量は年間 590億屯である.との71<量に第3表に

示す九州地方河川修正平均水質の無機塩類の合計 91.7mg/lを掛け合せると 540万屯慢とな

る.とれがすたわち九州の全陸地が毎年河川に溶解して失う無機成分の緑、量であって，その内

訳としてCaはその 10.68%(第3表)にあたる58万屯， Mgは2.97%の16万屯， Naは47万

屯， Kll万屯， CO;J 115万屯， C127万屯， S0476万屯， SiOz185万屯，・…・・等である. との計

算にはもちろん浮瀞物，土砂等V7圏濁物質は含まれていたい.

河川による肥料養分の供給量

失に河川が天然に水固に供給する養分の量を計算して見る.

水稲の生育にI~I与事えにかんがい水量は土質，気候，其他の栽培条件によって大いに差異があっ

て，原則的には必要水量の標準を立て得えにい股態にあるが，仮りに1段歩当り 8，0∞石 (1昼

夜当り図面71<の厚さで4分強づつを100日聞かんがいすれば8，000石とたる〉として，一応の計

算を行って見ると戎の如くである.

先や加旦の含有量の最高は筑紫平野の掘割の6.49mg/l，川では白川の6.28mg/lであるか

ら，水田への1夏聞の供給量は1段当!J.;!1;-志社よそ2貫400匁といち多量となる.とのようなか

λがい水を使用する農家はもちろん加旦肥料を施す必要がたいから幸運である.

反対に加旦含量の最低は宮崎県草ーツ瀬川の0.66mg/lで，段当!J250匁に過ぎたい.最高の

川に膜ペると非常な相違である. また九州地方70箇所の単純平均の加旦含量2.29mgjlから

計算すると，加里の段当り平均供給量は870匁である.との量を九州6臓下の水田の総面積40

万町歩にかけ合せると， 348万貫，すたわち硫酸加旦に拶算して27，000余屯にたる.どれが九

州の金水回に対し河JIIが1夏聞に自然に供給する加里の量である.

同様に窒素について見積ると硫安に換算Lて約9，∞0屯となる.

また河71<に溶けて供給される珪酸の量は最高が大野川の20貫700匁，最低はーツ瀬川の4貫

1∞匁であって， 70箇所の単純平均値から計算した千均供給量は11貫800匁である.従って，

九州の金水田に対しては176，000屯の珪酸が1夏聞に供給されるわけで・ある.

また提酸カルシウムの量をアルカリ度から計算すると，段当り38貫200匁........4貫400匁，平均

12貫印O匁であって，金水固に対しては189，000屯となる.

礎自白篠に記し光景は奄美諸島を除外してのI計算である.
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以上の結果かちすると 河川が稲作に与える肥料的効果は意外に大きいととが知られる.

稲作に対する河水中の珪酸の動用

河川の肥料的効用は以上の誼b著しく大きい.なかでも珪酸は水には多量に接げている成分

である.しかも大戴氏働等によると比色法によって定量される水中の珪酸は，コロイドより

も更に粒子の小さい分子放として存すると云う.九州の70河川を単純に平均した場合，溶けて

いる無機塩類のうち32%はとの種の珪酸が占める.特に多い川では第3衰の中にある遁!J50%

ιんとに遣するのであるから，溶存塩類の1/3，或は1/2が珪酸というわけである.
他方稲は珪酸を最も多量に吸牧する作物であり，藁友の中には珪酸が80%以上含まれる.根

より吸牧された珪酸は水と共に茎葉に移行し，水は葉の表面から蒸散するが，珪酸は表皮細胞

の細胞膜に沈積して，細胞の珪質化が行われる.そして稲熱病菌の如し細胞膜に孔を聞けて

侵入する病菌を防ぐ.従って珪酸は稲熱病耐病性を強める効果があると云われる.<叩〉

従って，珪酸は水中の主要成分であると同時に，稲にとっても非常に大切1主成分である.そ

とで，かんがい水中の珪酸含量が稲葉中の珪酸含量にたよぽす効果を知るために，九州地方に

限らす~.本邦各地の多数の川の流域から，施肥量，牧量がその地域のほぼ中庸程度と認められ

る7.](聞を選んで，稲藁の標本を採集しぺ珪酸含量を分析して見た.

その成積を，河川中の珪酸含量と併せ記して見ると第4衰の遁りである.との表によると，

第 4表 かんがL、水及び稲葉中の珪酸含有量比積分析表

Z臨.1静 • 採 耳E 鬼 iI. (Ai. ~)f 伊勢 酬叫がい崩縁者部
:...._____..mgt 

1 大分勝佐伯市型&lE字股 (農林 18号) 14.(.)4 事寄 匠 )11 15.5 

“ 。 '/ II 評 fI fI ) 13.00 fI fI 

3 11 挟間郡大野町小倉木1254 (大分三井) 16.67 大 野 )11 u4.5 

4 If fI fI fI 125~ H ) 17.10 11 1/ 

5 fI If fI fI 1笈.3 11 ) 18.13 11 fI 

8 11 大分郡挟間村向之原240 (農林、 18号) 17.60 大 分 JII 53.2 

7 fI 1/ 1/ fI 103の1 " ) 17.86 fI 11 

8 11 11 " 11 121 (鍛 名 精) 17.68 fI 1/ 

9 1/ 宇佐郡四日市町吉松字前知349 (農林 18号) 16.13 駅 館 )11 44.3 

10 fI fI 豊川村中原字馬伏42 fI ) 15.02 fI If 

11 fI fI 高家村上高家894 fI ) 15.18 11 fI 

12 fI 日阿部中川村合商字下之動2130(綴 新1) 18.71 玖 tま )11 51.6 

13 fI fI .QJ原村2293 (大分三弁120号)17.74 I1 1/ 

14 " fI 中川村合図字上の島1215(不 明) 15.64 If 1/ 

15 11 日岡市高瀬字小島1081 (大分三井120王寺)17.75 大 山 )11 43.4 

16 1/ 日図書E大山村商犬山903の1 1/ ) 15.64 " 11 

17 fI 1/ fI fI 3577の1 " ) 17.79 " 1/ 

大分廠 6河 JI!;荒城平均 16.57 45.4 

』 ・h・w・..・・h・ーーー・ー~....ーー ・..._- ._-_..・・・...‘... ・ー

制稲葉の標本の採取は，埼玉跡内のものはすべて岡県草農業試除揚塚弁{雲行技師，神奈川l廊下のものは悶

麻農業試験場岡本春夫技師，岐阜線下のものは問脈経業試験揚鈴木孝卒技師，滋賀蘇下のものは向勝

農政課東野Jtt1言技師によるものである.其の他の地域のものは各地の箆業改良普及員に依額した.

-11- (11) 



~時国岡..... .採 静胸~

t易自的援が怠... F向園署瀞
関係かんがいm~名 鎗陰

rngjl 
耳Z 地点

18 顧問豚直方市If#野

l!l グ グ 南良浦

20 グ グ勝野

(農林 18号) 14.98 主主

(グ)13.69 

(筑紫)13.67 

(農林 18号) 14.42 彦・

賀

" 
" 

1

2

3

4

6

6

7

8

9

0

1

2

3

 

2

2

。
2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

グ 下境字切荒2124 III 

~良

w 

" 粕屋郡大川村戸原字上川原116 (農林 18号) 12.叩 多
グ グ ・8 古屋政603 (農林 18号) 13.14 

グ " 1/ ヨ王寸問689 (苦言 豆) 12.20 

筑紫郡日佐村上回佐 (農林 12号) 13.22 那

1/ " "  (，，)  10.89 

グ グ 下回依 ( 宝 ) 11.70 

三井郡大植村島飼 (農林 18・号) 17.94 筑

グ 金島村宮司1399 ( 旭 ) 16.88 

グ 大樹す赤司 (農林 18号) 14.47 

八女郡7.1t岡村上北島宇石原45 ( 11 ) 11.69 矢

グ 三河村光字波婦曾39 ~ 11 ) 12.11 

グ 岡山村総池字前回113 ( 11 ) 10.76 

菰関脇 6河川涜域平均 13.35 

1/ 

11 

11 

" 
11 1/ 

1/ 珂

1/ 

" 
1/ 1/ 

11 後

11 1/ 

1/ 1/ 

1/ 部

11 11 

11 

34 佐賀幅福西松浦郡大川村野字宿溝回3915(農林 18号) 13.60 松 浦

35 11 グ グ 字却益 ( 11 ) 13.82 グ

36 グ 東松浦郡有滞村長倉岩崎1550の1(農林 12号) 13.96 有 浦

37 11 グ Q 1/ (農林 18号) 11.69 庁

38 11 11 グ グ宿の内Hi16の1( 1/ ) 13.48 1/ 

39 グ 鳶津郊五町岡村大震l崎字扇宮328(赫 山) 16.37 塩 岡

40 11 紳崎昔話仁比山村娘原二本杉318.(農 J体 18号) 9.90 城 原

41 グ グ 。 的字五本黒木!i64(紳 山) 9.84 1/ 

42 1/ " グ グ (紳系 B日号) 16.38 ク P 

43 " グ 11 11 (温海紳力) 16.60 11 

44 グググ (農林 18号) 16.66 

13.65 

1/ 

11 

n 

佐賀鰐 5河 JJJ;荒城平均

46 長崎鱗北松浦郡佐#町中川原143 (農林 18号) 9.90 佐

46 ググ ググ 116の1 (農林 12号) 10.04 

47 11 グ グ 免岡下31の1 (紳 ~) 10.79 

48 1/ 南松浦郡岐宿町松山郷字太閤1202(瑞 穂) 12.89 鰐

49 グ グ H グ字志問屋染頭(在来種) 11.39 

6(，) "庁 庁 グ二本楠境548(西海 32号) 19.69 

キ

M

H

M

M

M

W

 

，
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v
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1
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唱

A

1

A

唱

A

e
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号
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号

。o
a
宝
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唱

A

凋他

z

a守

林

海

海

農

西

西

r
，、、，，‘、，，‘、

明
11 ""  

" 1/ 11 

11 11 11 

長崎県 3河川涜域卒均

)11 21.1 

11 

11 

)1( 21.2 

)1( 22.0 

w 

w 

)1( 19.3 

1/ 

11 

)1( 43.8 

11 

11 

)1( 19.0 

w 

.1， 

24.8 

)1( 14.1 

JI( 18.3 

" 
11 

)1( 22.1 

JII 23.1 

11 

ク!l6.7

11 

" 
20.8 

)1( 12.7 

1/ 

11 1/ 

)11 14.1 

11 11 

11 !I 

JIl 47.8 

11 11 

" 1/ 

24.9 

64 岡山軍事倉1(市住吉町岡山大学農研圃揚( 旭 ) 9.06 高 梁 )11 13.4 
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語審*. 穣 事瞬 耳Z 地点

55 埼玉勝北埼玉郡下)g.村

56 11 南埼玉郡六回村

57 グ グ 川泊村

r，s グ 北蔦飾郡旭村

M

M

M

H

M

H

 

n
n
n
w
唱

A

5

8

8

 

グ 古川町

グ 早稲田村

南埼玉郡大相模村

埼玉懸利根川・荒川水系涜域平均

{晶・翁3車中妻
m永府

関係かんがい用水省 重量暑
mgμ 

11.65 荒川系分流 13.4

(農林 35号) 17.04 利根川系古利根川 35.6 

15.15 荒川系元荒川 21.2

(農林 35号) 15.97 利根川系江戸JIl 36.3 

11.58 "'IJ根川荒川系古利根川 37.8 

16，日 11 大場川 22.1 

14.75 荒川系元荒川 33.0

14.67 22.6 

2

3

4

5

 

a
υ
n
O
R
υ
n
o
 

M

M

M

M

M

M

M

H

 

aリ
拘

4

0

0

A

汐

αリ

9

0

9

0

向。
可。"
71 " 

神奈川勝足柄上郡福沢村

11 酒田村十字路

(新選)17.46 酒

18.41 酒

(農林 8 号) 14.35 仙

18.58 洞

匂川 34.1

匂川堪 33.5

了川 38.3

・JIl 39.3 

16.33 狩 . 川 43.9

町) 17.伺尺 旦 川町.5

16.00 川香川I 30.3 

15.39菊川 36.2

16.76 鬼柳堰 35.7

18.49 鬼柳堰下流 37.3

.(婚

16.87 36.5 

岐阜揮系揖斐郡温和村字材前 (東山 38号)

11 11 養基村学沓井465 (初 霜)

" " 温和村字上問柿J木213 ( グ ) 

" " N 学六J井下河戸:l43( " ) 

" " 八幡村字市橋 (東山 38号)

グ 大垣市顧問町533 (農林 8 号)

11 " 綾野町八幡3051 (千本旭〕

72 
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74 

75 

76 

"
'
o
o
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A
V

唱
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グ 小岡原市栢山駅前

グ 足柄上郡岡本村

11 " 塚原

グ 山北町向原

グ 金田村

グ 曾我村下大井

グ 曾我村鬼柳

足柄下郡豊川村飯泉

神奈川儒酒匂川水系涜域平均

11 

" 
11 

" 
n 

10.10 " 

斐川

13.0 

10.8 

10.8 

10.8 

13.2 

13.1 

13.1 

系 10.8

10.8 

7.1t 14.3 

系 10.8

10.8 

9.86粕川

7.68 揖斐川系鹿永用水

9.43 " 

9.53 11 

池同用水

グ 井戸

14.26 杭，瀬川

13.55 杭瀬川山王用水

13.63 揖

12.65 

19.03 下

5.83 揖

14.13 

10.回

n 

立用

斐川

" 
11.9 

グ 小野町303 (東山 36号)

グ 卒町別o (千本優〕

グ 釜笛町川中108 (英 語建 里)

揖斐郡温知村秋落防止改良試験区試料

大垣市川並卒秋落防止改良試厳区試料

岐阜県揖斐川水系涜域平均

4

5

6

7

8

9

0

 

8

8

8

8

8

8

g

 

滋賀脈甲賀郡甲南町犬字森尻 (東山 41号) 10.00 柏

" " " 犬字深川 ( 11 ) 1!:l.40 

グ 野洲郡河西村犬字湾癖国字四ノ坪(滋賀旭 20号) 12.80 野

グ グ グ グ 字下米上字(近江旭) 9.60 

ググググ 字ト J= ( " ) 11.10 

グ 蒲生郡馬淵村大字新巻

11 " " " 

〈治問旭) 11.10 日

(旭釘号) 11.80 

一13-

)1( 12.3 

" " 
洲 JII 11.2 

" fI 

" " 
野 JIl 14.5 

" " 
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雄~. . 探 耳王 地 点
慮中諸

〈品積名) 酸%
JftJtIt 

関係かんがい用水4! 法量産
w.l' 

91 1/ 紳崎郡永源寺村宇山字外川原132(治 岡 旭) 8.4O ~量

92 グ 犬上都多賀町猿木 L愛 知 旭) 8.80 犬

知

上

)11 10.3 

)11 8.9 

3

4

6

8

7

8

9

 

9

9

9

9

9

9

9

 

1/ グ 酉甲良村尼子 (ハツジ号〕 9.20 

8.30 

9，仰天

10.0O 

8.80 姉

6.80 

11.19 

1/ 1/ 

1/ 

庁 東甲良村金屋 (湖東 19号)

板間郡息長村大字能登淑字JltJII(治 問 旭〕

1/ 1/ 1/ 字長谷町!lu(近江旭〕

。 大原村大字小回 (近江 3 号〕

1/ 1/ 大字野一色 (紳 国)

H 伊吹村大字伊吹字下町 (近 江 旭)

1/ 1/ 11 

11 ノ l
 
l
 
j
 
8.1 

11 1/ 1/ 

)11 9.5 

11 11 11 

1/ 11 1/ 

100 11 伊香郡木之本町大字黒岡 (中生豊年) 10.00 余 央 )11 9.2 

101 11 11 1/ 大字木之本(農林 29号) 9.附 グ グ

102 11 高島郡庚瀬村長黒字庚淑 (千本旭) 8.90 安 曇 川 8.1 

103 グ 蒲生郡安土村大字番庄 (滋賀旭 20号) 13.00 琵琶湖主主 7jc 15.4 

104 11 愛知郡稲村大字甲陽明光寺7的(十石千本) 13.80 溜 7jc 25.5 

1侃.ググググ 1/ 717 (千本 JI!i) 11.80 グ 8 

196 グ グ ググ 幼ノ前514 (近江旭) 13.20 11 

107 グ 栗太郡常磐村大字志那字今井口(晩生誕生海) 10.60 11 11.5 

108 11 グググ字芝(晩生梼)12.40 グ グ

109 11 グ グ グ 字野守(晩生遺海) 13.10 グ H 

道賀軍事 11河川 涜 勾平均 10.60 12.4 

110 源井勝大野郡上庄村五僚方

111 /1 吉岡郡下志比村飯島

112 11 足須郡一乗谷村安滋賀

113 /1 南保郡下卒吹区

114 1/ 室主政郡宇宅村三宅

く農林 6 号) 7.20 Jlt 名 川 9.0

く中生栄 1号) 12.30 九 頭 荷量 川 11.2

く農林 10号) 11.0(.) 足 ~ 川 11.4 

く農林 30号) 10.40 日 野 川 8.4

〈鐙林 23号) 10.50 北 川 8.2

115 1/ グ グ 弁ノロ 〈山陰口号) 8.9O 

116 11 小浜市府中町肉45号1番地 く農林 G 号) 8.40 南

11 11 

福井 県 6河 川波犠平均 9.即

)11 7.4 

9.1 

水中の珪酸が豊宮古工大分，紳奈川，埼玉鯨下の稲葉中には珪酸が多量に含有せられるに対L，
水中の珪酸が乏しい滋賀，幅弁，岐阜，鴨下の稲には珪酸が少い傾向がある.そとでとれを図示

したものが第2図でるる.図の横軸は川水中の珪酸含量を，縦軸は稲葉乾物中の珪酸含量を示 .

ず.との図によると，水中の珪酸含量がlOmg/l程度の少量の場合比藁中の珪酸も少量で

6-11%に過ぎたいが，水中の珪酸が5Omg/lの多量の場合政，葉中の珪酸も著しく増加し16

，...，19%とたる.とのように両者聞の相関k係は著しく大きいのである.

従って，Jll水中の珪酸比よく稲に吸牧せられて藁中の珪酸含量を増加させるものであlJ，

またこ失的には堆肥中の珪酸含量を槍加するから，稲熱病耐病性を強化する点で，稲作上極め

て重要な意義をと有するととが知られる. 
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第 2図 かんがい水および稲葉中珪酸含有量相関々係図
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水質の図示

水質の表現方法として，従来専ら行われて来たのは，成分の濃度をそれぞれ数字によって表

わす方法であるが，筆者はかねてから図によって表現する方法を試み日い引い円多数の河JIJ
を比較するような場合に，一見して判る水質図の方が，繁雑な数字を並べた表よりも，非常に
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便利主主表現法でるるととを知ったそとで第3図として，宣医者の考案によって作製した九州地

方の水質図を掲げる.

河水中に溶解する無機塩類の内容を，蒸発残涯について検ペると，既に述べた遜!J， 4種の

塩基(Ca，Mg， Na， K)と3種の酸根(C03，S04， Cl)のほかに， Si02を加えた計8種から

成る.残澄中にはその他 NH4，NOI， P04， Fe2 03等も徴量ながら含まれる.従って，図に

はとれらの成分の濃度を rngllで示してある.そして右端には九州の平均水質2種のほかに，

Clarkeが計算したさを世界の平均水質をも掲げてある.

との図によって見.ttぽ.既に述べた個kの河川の特質が一見して判るのみでなく，世界河川

の平均に較ペ，九州地方の川水に珪酸が如何に豊富であり，またカルシウムゐよび炭酸棋が乏

しいかがよく判る.

要 結

1.九州地方の水質の大勢を知るために，主要な河川その他につき70館所を選定し，それぞれ

年間12回づっの化学分析を繰b返Li'e.その成績は第2表，ゐよび第3図に示す.

2.遠賀川とその支流彦山川i会決坑廃水の流入によって硫酸ソーグが異常に多量であ札他の

静存塩類ゐよび浮潜物も多い.

3.上記2JlIに戎いで水質が濃厚た川は，阿蘇或は霧島火山眠を水源とする白，筑後，大分，

大野，大淀，新等の諸水系で，珪酸の含有量が特別に多量であり，カ日星もまた多い.

4.反対に成分が稀薄な川政，花陶岩を水源とする祝子，那珂，嘉瀬，城原，烏よび古生屠，

中生屠を水源とする球磨，ーツ瀬，小丸，耳，五十鈴，北等の諸川で・ある.

5.九州は夏季に著しく多雨のため， 7， 8月に水質が最も濃厚となる川政少h むしろ5，6月

の梅雨期前後の初夏の候に最も濃厚となるか，]X.は冬期の渇水時に濃厚となる川が多い.反

対に最も稀薄とたる時期は6月の梅雨時あるいは9月の台風時である.しかし阿蘇の地下水

を集める白川沿よぴ水前寺濁水のま日きは年聞を通じて濃度が殆んど不変である.

6 70箇所の単純平均ゐよぴ流量を加算して修正した河川の修正平均の2種の平均値を算出し

て，九州地方の河JlIの特質，陸地が河川に溶解して失う無機物質の量，河川による肥料養分

の天然供給量等を知るための基礎とした

7.川水に溶けている無機成分の組成(百分率〉に対して，地質が与える影響を比較するため

に第3衰を作成した.阿蘇，霧島の火山噴出物からは珪酸の溶出が大で②るため，それを水

源とする河川には Si02の占める%が著しく多く，Caと CUaの%は少い.とれに反L，古

生屠，中生屠の川は Caと COsが多く，Si02は少い. また花尚岩の川には SiO~ が多く

Camが少いほかに， Naが多く Mgは少い傾向がある.

8.九州の平均水質を全世界河川の平均水質に比較すると，無機成分の組成(百分率〉に沿い

て， CaとC(hは約今量に過ぎないが， Si02は断然多<3傍に達する.九州の水に Siαが

多い理由として，気候的た原因也考えlられるが，火山噴出物がその風化に際し多量の珪酸を

溶出するととが最大の原因である.

9.九州地方の陸地が1年聞に河川に溶解して失う無機成分の総量は， 540万屯と推定せられ，

その内訳はCa58万屯， Mg 16万屯， Na 47万屯.K 11万屯， C03115万屯， C127万屯，

場 Clarkeは無機成分の組成を百分率で示しているだけで，濃度 (mgjりを示して仰ない。そ乙で

36頁槻外に記じた計算により， Salinityを99.9mgjlとして，各成分の mgjlを求めて岡示した.
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50476万屯， 5iO， 185万屯・・…等である. との計算除溶解して運ばれる成分だけの量であてコ

て，浮世宇物，土砂は含まれていない.

10.段当用水量を 8，000石とした場合，河川がかんがい水とし句天然に供給する養分の量を計

算しで見ると， JIlによって相違があるが，一夏のかんがい期聞に加里は段当り 250匁......2貫

40a匁で，平均870匁，珪酸は4貫100匁......20貫700匁で，平均11貫800匁，提酸石友は4貫400

匁......38貫200匁，平均12買印O匁であっτ，とれを九州地方40万町歩の全水固に見積れば，加
旦は硫酸加旦として2万7千屯，量革案は硫安として9千屯，石友はき提酸カルシウムとして18

万9千屯，珪酸は17万6千屯の多量に遣する.

11.河水中の珪酸が稲葉中の珪酸含有量にゐよぽす効呆を試験するため，多数のJIfの流域から

稲葉を採取して珪酸含量を分析した結果，第4表，.irよび第2図に示す如く，両者の相関々

係は著しく大である.従って水中の珪酸は，稲によく利用せられるものであり，延いては稲

熱病耐病性を強化すると予想せられるから，稲作上重要な意義を有する.

12.水質を図によって示すために，第2図の如き水質図を考案作成した.とれによると水質が

一見して判T，川水を比較する場合に非常に便利で・ある.
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